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審
議
し
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

⚒⚒

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
ỏ

⚒⚒

前
年
度
と
比
べ
ỏ　

％
増
の　

億

⚑⚘

⚔⚑⚓

⚕
千　

万
円
で
提
案
さ
れ
ỏ
⚒
月

⚗⚐⚐

　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
長
を

⚒⚓除
く
全
議
員
ớ　

名
Ờ
で
構
成
す

⚒⚓

る
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
審

査
し
ま
し
た
Ố

　

歳
入
で
は
ỏ
市
税
が
⚖
億
⚘
千

　

万
円
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま

⚗⚐⚐す
が
ỏ市
民
サ
ồ
ビ
ス
の
維
持
ỏ増

進
を
図
る
観
点
か
ら
ỏ
市
債
と
し

て
臨
時
財
政
対
策
債
の　

億
円
他

⚑⚕

⚘
件
の
起
債
を
予
定
し
て
い
ま
す
Ố

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
ỏớ
仮
称
Ờ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
を
取
得
す
る

た
め
の
費
用　

億
⚘
千　

万
⚘
千

⚔⚓

⚖⚔⚕

円
ớ
総
務
費
Ờỏ
子
ど
も
手
当
を
支

給
す
る
た
め
の
費
用　

億
⚖
千　

⚑⚗

⚗⚒

万
円
ớ
民
生
費
Ờỏ
二
枚
橋
衛
生
組

合
の
解
散
に
伴
う
承
継
事
務
と
し

て
ỏ
施
設
解
体
の
工
事
な
ど
に
要

す
る
費
用
約
⚓
億
⚑
千　

万
円

⚘⚐⚐

ớ
衛
生
費
Ờ
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
中
央
線
高
架
化
後
の
上

り
線
跡
地
に
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
ま
ち

づ
く
り
側
道
ớ
市
道　

号
線
Ờ
を

⚗⚘⚗

整
備
す
る
た
め
の
費
用
⚘
億
⚕
千

　

万
円
ớ
土
木
費
Ờỏ
東
小
金
井
駅

⚙⚘⚙北
口
の
土
地
区
画
整
理
事
業
委
託

料
⚘
億
⚓
千　

万
⚑
千
円
ớ
土
木

⚑⚖⚗

費
Ờỏ
子
宮
が
ん
検
診
関
係
の
委

託
料
⚓
千　

万
⚕
千
円ớ
民
生
費
Ờ

⚒⚓⚘

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　

な
お
ỏ
⚓
月　

日
の
本
会
議
で

⚒⚗

は
ỏ
市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
に
関
す

る
予
算
及
び
駅
前
の
大
型
再
開
発

事
業
関
連
の
予
算
削
減
や
ỏ
長
寿

高
齢
者
入
院
見
舞
金
の
支
給
な
ど

を
内
容
と
す
る
予
算
組
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
ỏ
採
決
の

結
果
ỏ
起
立
少
数
に
よ
り
否
決
し

ま
し
た
Ố
続
い
て
ỏ
市
長
が
提
案

し
た
予
算
案
ớ
原
案
Ờ
に
つ
い
て

採
決
を
行
い
ỏ
起
立
多
数
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
Ố

その他
49憶 1,853 万円
11.9％

国庫支出金
55憶 1,921 万円
13.3％

使用料及び手数料
9憶 8,968 万円
2.4％

都支出金
51憶 6,834 万円
12.5％

市債
57憶 230 万円
13.8％

市税
190 億 5,895 万円
46.1％

歳  入

歳  出
その他
5億 3,341 万円
1.3％

民生費
136億 3,144 万円
33.0％

総務費
89億 4,666 万円
21.6％

土木費
61億 1,556 万円
14.8％

衛生費
39億 9,154 万円
9.7％

教育費
35億 1,576 万円
8.5％

公債費
27億
5,865 万円
6.7％

消防費
15億 1,325 万円
3.7％

議会費
3億 5,074 万円
0.8％

一般会計　予算額413億5,700万円一般会計　予算額413億5,700万円

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

青
木
ひ
か
る
ớ
み
ど
り
・
市
民
Ờ

　

第
一
に
ỏ
い
わ
ゆ
る
ủ
駅
前
ホ

ồ
ル
Ứỏ
市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
購

入
関
連
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
Ố

第
二
に
ỏ
将
来
に
ツ
ケ
を
ま
わ
す

無
理
な
予
算
編
成
方
針
に
よ
り
ỏ

予
算
総
額
が
史
上
最
高
の　

億
に

⚔⚑⚓

膨
れ
上
が
ỳ
て
い
る
Ố
第
三
に
ỏ

市
長
が
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
先

送
り
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
容
認

で
き
な
い
Ố
よ
ỳ
て
ỏ
反
対
す
る
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

村
山
秀
貴
ớ
民
主
・
社
民
Ờ

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
取
得
費
に

加
え
ỏ
会
派
と
し
て
予
算
要
望
し

た
ỏ
福
祉
会
館
の
耐
震
診
断
ỏ
東

小
金
井
区
画
整
理
事
業
の
駐
輪
場

確
保
ỏ
太
陽
光
利
用
機
器
・
高
効

率
給
湯
器
・
燃
料
電
池
の
購
入
補

助
ỏ
特
別
支
援
学
級
の
通
学
バ
ス

の
拡
充
ỏ
名
勝
小
金
井
サ
ク
ラ
復

活
の
経
費
等
が
計
上
さ
れ
実
現
し

た
こ
と
を
理
由
と
し
賛
成
す
る
Ố

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

水
上
洋
志
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

　

反
対
の
理
由
の
第
一
は
ỏ
市
民

生
活
が
厳
し
い
中
で
く
ら
し
の
支

援
が
不
十
分
だ
か
ら
で
あ
る
Ố
第

二
に
ỏ
ご
み
問
題
で
ỏ
住
民
の
理

解
と
他
市
の
合
意
を
得
ら
れ
ず
行

き
詰
る
事
態
を
再
び
迎
え
て
い
る

こ
と
Ố
第
三
に
大
型
開
発
中
心
の

予
算
が
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
ỏ
市
民
参
加
ỏ
計
画
行
政
に
問

題
が
あ
り
反
対
す
る
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

紀　

由
紀
子
ớ
公
明
党
Ờ

　

理
由
は
①
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

　

億
⚒
千
万
円
を
活
用
し
ỏ
公
会

⚑⚑堂
に
代
わ
る
市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ

取
得
の
予
算
②
ご
み
処
理
等
の
予

算
③
農
商
工
者
へ
の
支
援
の
予
算

④
出
産
育
児
一
時
金　

万
円
に
拡

⚔⚕

充
・
保
育
園
の
拡
充
・
子
ど
も
手

当
⑤
が
ん
検
診
拡
充
・
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
助
成
の
予
算
で
市
民
に

必
要
不
可
欠
の
た
め
賛
成
す
る
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

中
根
三
枝
ớ
自
民
党
小
金
井
Ờ

　
ủớ
仮
称
Ờ
小
金
井
市
第
⚓
次
行

財
政
改
革
大
綱
Ứ
の
目
的
等
も
勘

案
の
上
ỏ
実
施
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
た
事
業
を
着
実
に
実
現
す
る
た

め
の　

億
円
を
超
え
る
過
去
最
大

⚔⚑⚐

規
模
の
予
算
で
あ
る
Ố

　

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
に
あ
る

が
ỏ
真
に
市
民
が
満
足
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ỏ
負
託
に
こ
た

え
る
た
め
の
予
算
で
賛
成
す
る
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

斎
藤
康
夫
ớ
市
民
会
議
Ờ

　

当
予
算
は
ỏ
臨
時
財
政
対
策
債

を　

億
円
発
行
・
基
金
を　

億
円

⚑⚕

⚑⚐

取
崩
し
・
予
備
費
が
⚕
千
万
円
と

非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
予
算
で

あ
り
ỏ
納
得
の
で
き
る
も
の
で
は

な
い
Ố
し
か
し
ỏ
広
域
支
援
で
ỏ

市
内
の
可
燃
ご
み
処
理
全
量
を
他

市
に
お
願
い
す
る
予
算
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
ỏ
反
対
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
Ố

 　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

⚒⚑

算
ớ
第
⚗
回
Ờ
は
ỏ
⚒
月　

日
の

⚒⚒

本
会
議
に
お
い
て
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
ỏ
⚓
月　

日
の
委
員

⚑⚐

会
で
審
査
し
ま
し
た
Ố

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
の

⚒⚑

最
終
的
な
補
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
ỏ

各
予
算
項
目
の
執
行
状
況
に
応
じ

て
ỏ
予
算
額
の
増
減
を
行
う
計
数

の
整
理
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
Ố

　

歳
入
で
は
ỏ
一
昨
年
秋
以
降
の

景
気
の
低
迷
に
よ
る
影
響
ớ
現
年

度
分
Ờ
や
ỏ
税
務
署
等
へ
の
申
告

に
基
づ
く
平
成　

年
度
分
以
前
の

⚒⚐

課
税
額
の
大
幅
な
減
少
ớ
過
年
度

分
Ờ
な
ど
に
よ
り
ỏ
個
人
市
民
税

を
⚖
千　

万
⚑
千
円
減
額
し
て
い

⚗⚑⚖

ま
す
Ố

　

歳
出
で
は
ỏ
国
の
第
⚒
次
補
正

予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
緊
急
経
済

対
策
の
交
付
金
で
あ
る
ủ
地
域
活

性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
Ứ

及
び
ủ
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
Ứ
を
活
用
し
て
ỏ

学
校
や
保
育
園
な
ど
公
共
施
設
の

整
備
・
改
修
工
事
な
ど
を
行
う
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
Ố

　

⚓
月　

日
の
本
会
議
で
は
ỏ
採

⚒⚗

決
の
結
果
ỏ
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
Ố

平
成　

年
度
一
般
会
計

⚒⚑

補
正
予
算
ớ
第
⚗
回
Ờ

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

中
山
克
己
ớ
自
由
民
主
Ờ

　

年
度
末
補
正
の
た
め
新
年
度
へ

の
間
を
つ
な
ぐ
切
れ
目
な
い
財
政

運
営
を
行
う
も
の
で
評
価
す
る
Ố

⑴
一
般
財
源
不
足
分
の
補
て
ん
の

た
め
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
⑵

第
二
庁
舎
の
維
持
管
理
料
の
減
額

変
更
に
よ
る
差
額
分
の
庁
舎
建
設

基
金
へ
の
積
立
て
⑶
地
域
活
性
化

が
期
待
さ
れ
る
緊
急
経
済
対
策
事

業
の
実
施
の
三
点
が
特
徴
Ố

 　

平
成　

年
⚒
月　

日
の
本
会
議

⚒⚒

⚒⚔

に
お
い
て
ỏ
総
務
企
画
委
員
会
に

付
託
し
ỏ
⚓
月
⚙
日
ỏ
⚓
月　

日
ỏ

⚒⚓

⚓
月　

日
及
び
⚔
月　

日
の
委
員

⚒⚔

⚑⚒

会
で
審
査
し
ま
し
た
Ố

　

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
の

開
設
に
当
た
ỳ
て
ỏ
施
設
の
設
置

目
的
や
場
所
ỏ
実
施
す
る
事
業
の

内
容
ỏ
管
理
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
指
定
管
理
者
の
業
務
内
容

や
業
務
を
行
う
上
で
の
基
準
及
び

施
設
の
利
用
料
金
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
Ố

　

Ｊ
Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
駅
前

に
都
市
再
生
機
構
が
建
設
中
の

ớ
仮
称
Ờ
市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
は
ỏ

⚓
階
及
び
⚔
階
に　

席
の
文
化
ホ

⚕⚗⚘

ồ
ル
ỏ
⚑
階
に　

席
の
市
民
交
流

⚑⚕⚐

ホ
ồ
ル
ỏ
地
下
⚑
階
に
は
ỏ
市
民

ギ
Ỿ
ラ
リ
ồ
や
練
習
室
兼
会
議
室

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　

⚔
月　

日
の
臨
時
会
で
は
ỏ
採

⚑⚓

決
の
結
果
ỏ
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
Ố

市

民

交

流

セ

ン

タ

ồ

条

例

※千円の位を四捨五入していますので、金額及び構成の合計が100％にならない場合があります。

建設中の（仮称）市民交流センター

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

渡
辺
大
三
ớ
み
ど
り
・
市
民
Ờ

　

駅
前
ロ
ồ
タ
リ
ồ
の
真
正
面
に

ホ
ồ
ル
を
建
設
す
る
の
は
ủ
愚
の

骨
頂
Ứ
で
あ
る
Ố
武
蔵
野
市
民
文

化
会
館
の
路
線
価
は　

万
円
／
㎡

⚓⚓

だ
が
ỏ
市
長
が
ủ
購
入
し
た
い
Ứ

と
言
い
張
ỳ
て
い
る
駅
前
ホ
ồ
ル

は
実
に　

万
円
／
釈
と
倍
以
上
だ
Ố

⚗⚘

市
の
経
常
収
支
比
率
は
ỏ
実
質　
⚑⚑⚒

％
と
史
上
最
悪
で
あ
る
Ố　

億
円

⚒⚖

の
借
金
は
す
べ
き
で
な
い
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

宮
下　

誠
ớ
公
明
党
Ờ

　

同
条
例
に
は
ỏ
市
民
の
た
め
の

文
化
施
設
と
し
て
大
き
な
期
待
が

込
め
ら
れ
て
い
る
Ố

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
は
ỏ　

年
⚑⚐

も
前
に
計
画
が
立
て
ら
れ
ỏ
市
民

検
討
委
員
会
等
で
の
議
論
ỏ
議
会

で
の
議
決
を
踏
ん
で
ỏ
こ
こ
ま
で

来
た
Ố
建
物
も　

月
に
竣
工
す
る
Ố

⚑⚑

こ
の
条
例
は
き
ち
ん
と
設
置
し
ỏ

取
得
へ
と
確
実
に
進
め
る
べ
き
だ
Ố

反
対
討
論
ớ
要
旨
Ờ

板
倉
真
也
ớ
日
本
共
産
党
Ờ

　

反
対
理
由
の
第
一
は
ỏ
市
民
交

流
セ
ン
タ
ồ
取
得
の
議
案
が
提
案

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
Ố
第
二
は
ỏ

狭
く
て
高
い
買
い
物
で
あ
る
こ
と
Ố

第
三
は
ỏ
指
定
管
理
者
の
導
入
が
ỏ

経
験
を
蓄
積
し
引
き
継
が
れ
て
い

く
も
の
に
は
な
ら
な
い
こ
と
Ố
第

四
は
ỏ
附
帯
設
備
の
利
用
料
金
が

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
Ố

よ
ỳ
て
到
底
ỏ
賛
同
で
き
な
い
Ố

賛
成
討
論
ớ
要
旨
Ờ

露
口
哲
治
ớ
自
民
党
小
金
井
Ờ

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ồ
は
ỏ
中
央

線
高
架
化
と
一
体
の
整
備
事
業
で

あ
る
Ố
構
想
や
計
画
ỏ
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
ỏ
ア
ン
ケ
ồ
ト
の
実

施
ỏ
市
報
掲
載
ỏ
市
民
・
専
門
家

へ
の
情
報
公
開
と
意
見
収
集
等
を

前
提
に
取
り
組
ん
で
き
た
Ố
支
障

物
件
の
撤
去
や
事
業
計
画
変
更
な

ど
遅
れ
た
経
緯
は
あ
る
が
ỏ
市
民

要
望
を
第
一
に
実
現
す
べ
き
だ
Ố


